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調査対象大学

• 今回整理したのは下に示す7大学
– 方法：既に冊子等に紹介されているデータを整理した

1. Montana State University (MT)
2. University of Wisconsin -Madison (WI)
3. University of Arizona (AZ)
4. University of California at Berkeley (CA)
5. Massachusetts Institute of Technology (MA)
6. Northeastern University (MA)
7. Florida State University (FL)
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アメリカの大学における障害学生数

大学名 （州） 全学生数（人） 障害学生数（人） 障害学生割合（％） データ年

(1) Montana State University (MT) 10,832 155 1.43 2005

(2) University of Wisconsin -Madison (WI) 41507 807 1.94 2003
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(3) University of Arizona (AZ) 36805 1,478 4.02 

(4) University of California at Berkeley (CA) 21000 787 3.75

(5) Massachusetts Institute of Technology (MA) 15,000 85 0.57

(6) Northeastern University (MA) 25,000 653 2.61

(7) Florida State University (FL) 31,347 2,000 6.38

障害学生の内訳

☆の数は，大学の入学選考基準を示す (by Peterson's, A Nelnet Company )
☆☆Moderately Difficult, ☆☆☆ Very Difficult,   ☆☆☆☆ Most Difficult
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(7) FSU:   ☆☆☆

(6)NU:      ☆☆☆

(5)MIT:  ☆☆☆☆

(4)UC_B:    ☆☆☆

(3)UA:           ☆☆

(2)UW_M:    ☆☆☆

(1)MSU:         ☆☆
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障害学生の数に関する特徴

• 大学ごとの障害学生数の違いは，以下の要因による
ところが大きい

– 学習障害を含むかどうか

– 障害の範囲

– 支援の範囲

障害学生の支援状況

• 登録数の約半分が実際に支援を受けている

• 調査対象とした大学に共通した支援内容
– 専門の支援機関（障害学生支援センター）がある

– ディレクターをはじめとする複数の専門スタッフがいる

– 支援申請手続きを公開している

– 障害学生の義務・大学（支援センター）の義務・教員の義務を公開して
いる

– 大学の支援サービスに対する苦情・抗議手続きを公開している


